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4 腹 膜漿液性 乳頭状腺癌 の ク ・ ナ リテ ィ 418　　　　婦人科悪性腫瘍におけ るFICMt（POmdtry
　（F（）M ）を用い た PG671pcma分析による増殖動態 と

臨床悪闇度に関する 基礎的研究

大阪府 立 成人病 セ ン タ
ー，大阪市大病理部

’

中嶌竜
一

， 八幡朋子
’

，池淵佳秀，尾 崎公 巳

千葉大学医学部産婦人科

杉田道夫、三橋　暁、高野　始、関谷宗英

［目的 ］腹膜 に 発 牛 す る漿 液性乳頭状腺癌

｛　Papillary　　Serous　　Carcinoma　　of 　　t｝】e

Peritoneum （PSCP） ｝は女性 の み にみ られ 、 組織

学的 に 卵巣漿液性腺癌と区別 で きな い 腫瘍が腹膜

表面 に びまん性 に 認め られ るが 卵巣は 正 常な い し

ご く表層の み に 認め られ る もの と定義さ れ る 。

PSCPの 発生 起源と して 、ミ ュ
ーラ ー管由来の 腹膜

細 胞が同時 に多発性に癌化 した とい う説と 、 単一一

細 胞由来 の癌細 胞 が 腹 膜播種 し広が っ た と い う説

が ある が、未 だ 結 論を得 て い な い 。我 々 は、X 染

色体 の 不活化 の パ ターン を解析する こ と に よ り

PSCPの発生機序を明らか に する こ とを 目的とした 。

［方法 ］ 4 症例 の PSCPに つ い て 開腹 時 に腹膜表面

の 腫蕩数箇所よりsampling された薄切パ ラ フ ィ ン

包埋切片よりDNAを抽出 し、各DNAよ り X 染色体 L

に 存在す るAndorogcn　 R  eptor 遺伝 子の Exonlの

CAG　 tandem　 repeat を含む領域 を PCR法に て 増幅 し

変性ポ リア ク リル ア ミ ドゲ ル に て 電気泳 動した。

また腫瘍 DNAをメチル化 認識制限酵素”halまた は

HpalIl：て 切断 後 同様 に 処 理 し増幅領域 の メ チ ル

化 パ タ
ー

ン を検 出す る こ と に よ りX 染色体不活化

の 解 析を行 っ た 。

［成績］今回検討を行 っ た 4症例の うち3症例に お

い て ，腫瘍組織 DNAをlihalま た は Hpal［で切 断後 の

PCR産物 は そ れ ぞ れ の 症 例 ご と に 同側
．一一

方 の み の

増幅を認め，こ れ ら3症 例の 腫瘍組織は い ずれ も

同側 の X 染色体が不活化されて い た 。 しか し1症

例に おい て 採取部位に よ っ て 異 な る X 染色休 が不

活化 され て い た 。

［結 論］びまん 性増殖を示す PSCPの なか に は多発

性 に 癌化 した もの があ る。

旧 的］F  によるD鵬 働 分析が盛ん ｝こ行われ

て い るが、未だに悪性度、予 後 との 相関 に 結論は

得られ て い な い。その原因として同 じ  量 を有す

る細胞にもheterogenetlyがあ り、　 D−NA量だけでは悪

性腫瘍の 増殖動態を 正確に表せ な い 点が指摘 され

て い る。 そこ で、従来の DM 分析 に Kト67、　 PCNA

を追加 し、 正確で迅速な増殖動態を把握す る こ と

を目的 とし、両者の 相関、stage との 相関、　 ane しplo
idyの 有無 との 比較を行い、そ の有用性 を検討 した。

［方法］正常内膜細胞 ： 15例、正常頸部細胞 ：8例、

頸部境界病変 ： 7検体／7例、子宮頸癌 Ib 期 ： 13

検体／ 10例、頸癌IV期 ：3検体／2例、卵巣癌 1期 ：

2検体／2例 卵巣癌H 、HI期 ：6検体，

〆6例、内膜癌3

例を対象と し、辮 羊材料を採取し、測定まで冷凍

保存。 解凍後、コ ラゲナ
ーゼ 中にて 細切、PFA固定

し、次に Tritor−X に て裸核処理 したu 染色は FITC

標識 Ki−67抗体、　PCNA 抗体を用 い て直接蛍光抗体

法を行なっ た 。 ［成績］1）Kq67とPCNA の 相関で は、

相関係数が 0．636で強い 相関はなか っ た。2）正常内

膜 にお い て は増殖期 と分泌期で は K67 、　 PCNA と

もに増殖期に陽性率が高か っ た 、K967で は、増殖

期と分泌期で 、P・O．OCX5で有意の 差が認め られた。

3）悪性腫瘍の 引age とKト67、　 PCNA 陽性率 との 比較

で はslage が進むにつ れ高くなる傾向は あるが有意

差はなか っ た。4）Kq−67 ，　 PCNA 陽性率 と Ploidyと

の 相関では aneuploidy 群の ほ うが時 67は高い 傾

向が認め られた （pくO．　05）u ［結論］FG67、　F℃ NA とも

に増殖状態 を反映 して い るが、pq67の 方が よ り正

確に表 して い ると考えられた。DNA 齢 y 分析に

時67を加 え る こ とは よ り正確な増殖状態に関す る

情報が得・られ る。
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